
 

 
 

「８割信じて２割は冷静に考える」      校長 五十嵐誠一 

 

 言葉をもたない赤ちゃんの感情表現、要求、主張に

は打算も忖度もありません。おなかが空いたから泣く、

眠いから抱っこしてほしい、ただその思いだけです。

ですからこれらに対してはできる限り応えてあげる

ことが信頼と愛着を育てることになります。  

しかし成長し、社会性をもつようになった子どもた

ちではどうでしょう。私は子どもの言うことを１０割

で聞いて応えることは子どもの成長にとってマイナ

スに働くと思っています。 

こう申し上げると「親が子どもを信じなくてどうす

る！」とお𠮟りをいただくかもしれません。しかしご

経験があるかもしれませんが子どもの言う「みんな持

ってる」の「みんな」は自分の知ってる２、３人だっ

たりします。「いつもやってるよ」は、たまたま自分が

見た二度だけだったりします。また自分が伝えたいこ

とだけを切り取って伝えることもあります。子どもは

うそを言っているわけではなく、基本的に自分目線で

考えているわけですから客観視ができていないこと

が多いのです。 

 そこで表題にあるように「８割信じて２割冷静に考

える」が必要になると思います。 

子どもが何か訴えて来たとき、まずは共感して受け

止めてあげることが大切です。「そうか、あなたは〇〇

と思ったんだね。」まずは自分の言うことを受け止め

てもらえる、その安心感がないと子どもは心を閉ざし

てしまいます。しっかり子どもの言葉を受け止めて共

感してあげることで子どもは安心し、次の言葉を聞く

ことができます。 

そして次に親として、大人として２割の冷静な考え

を働かせてほしいのです。「子どもの言っていること

はそのまま信じていいのか？」「まだ伝えられていな

いことはないのか？」「子どもの判断は正しいのか？」

そんなことを考えて一歩立ち止まっていただきたい

と思います。これは決して子どもを疑ってかかること

ではありません。未成熟な子どもの言葉を鵜のみにす

ることで子どもを間違った方向に導かないための愛

情であると思います。 

「〇〇さんはその時どうしてそんなことを言ったの

かしら？」「その前に何かあったの？」「じゃあ、明日

先生にうかがってみようね。」子どもの言葉を確認し、

深めるための問いかけやフォローも必要です。 

そして時には子どもの話を聞いて親として大人と

して正さねばならないと判断されることもあるはず

です。その時にはやはり毅然とそれを伝えねばならな

いと思います。信頼をベースにして親や大人の価値観

を伝えることはとても大切だと思います。 

この時は「私言葉」が良いといわれています。「でも

やっぱり私は〇〇とおもうよ」という自分目線の言葉

です。これに対してストレートな「あなたは〇〇であ

るべきだ。」という言葉が使われると、子どもは頑なに

なり、方向転換をするチャンスを失わせることになる

かもしれません。「私はこう思う」には「あなたはどう

思う？」という言葉が続けられます。これは子どもに

内省を促すチャンスを与えます。こういった言葉のや

りとりを通じて子どもたちは自分の思い通りにはな

らない世の中と折り合いをつける術を学んでいくの

だと思います。 

そしてもう一つ、現代ではとても大切なことがあり

ます。それは不用意な情報の拡散をしないということ

です。子どもから聞いたことを鵜のみにして、その情

報を伝えて拡散させることで問題を複雑にしてしま

うことが少なくありません。相手に対して良かれと思

っても、背景や思いがきちんと確認できないことは安

易に発信するべきではありません。これも大人の冷静

さとして大切なことと思います。 

 

さて、今年度も間もなく幕を閉じようとして

います。無事１年間の教育活動を終えられます

のも保護者、地域の皆様の温かい御理解と御支

援のおかげと心より感謝をいたします。特に卒

業生保護者の皆様には６年間の長きにわたり学

校への御支援を賜りましたこと厚くお礼申し上

げます。卒業する子どもたちがこの世界を支え

る良き人に成長することを楽しみにしたいと思

います。  
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　学校教育目標 ◎学び合う子（重点目標）


確かな一歩 〇つながり、支えあう子


〇健康でたくましい子

　目指す学校像（ビジョン）

【目指す学校像】 ・学校しっとり、子どもニコニコ、先生生き生き、地域とともにある学校

◎「学び合う子」　　　　　　　互いの思いや考えを大切にし、学びを楽しむ子

【目指す児童像】 〇「つながり、支えあう子」　積極的に仲間や集団と関わり、共に成長する子

〇「健康でたくましい子」　　心身の成長と健康に興味関心をもち、毎日の学校生活に前向きな意欲のある子

【目指す教師像】 ・充実した授業づくりを第一として学びあう教師　　・「あったか先生」として地域・保護者に信頼される教師

　前年度までの学校経営上の成果と課題　

（成果）新型コロナウイルス感染症防止対策を取りながら学校行事等の教育活動を見直すことができたこと。

　
（課題）人材の育成と保護者及び地域に教育活動を発信し、理解・啓発を更に図ること。

努力目標
（教職員）

成果目標
（保護者）

4 3
わかりやすい授業、学びのある授業がされていると、児童からも保護者からも9割近くの評価を得ている。教員も校内
研究を重ねる中で、ユニバーサル・デザイン等の手立てを通した授業づくりに自信を高めている。今後も、わかる授
業、知識や考える力を高める授業を目指して、研究・研鑽を深めていく。

3 1

デジタル教科書は、市の施策の下、各教科での活用を昨年度にも増して進めている。また、タブレットについては、
教員の研究により年を経るごとに活用の幅が広がっている。児童のおよそ９割が「必要な場面でタブレットを使える」と
考えており、「文房具」としての意識が定着しつつある。一方で、活用の様子が見えづらく、把握しづらいことから保
護者の評価は高まっていない。授業参観や家庭学習での活用場面を検討していく。

4 2

読書週間を年に２回計画し、図書委員を中心に活動を工夫したり地域の方に読み聞かせの協力をいただいたりして
いる。また、多読賞の表彰を推進することで、児童の読書への関心、意欲は高まっている。一方で、読書の習慣に関
する保護者による肯定的な評価は６割程度に止まっている。学校での活動が家庭での読書習慣にはつながってい
ない。夏休みに実施した「いっしょ読書」のように、家庭での読書につながる取組をさらに検討していく。

4 1
本校の「学校いじめ基本方針」については、1学期の保護者会で、全学年で内容の説明を行った。今後も繰り返し伝
えていくことで保護者の周知を図る。また、今後も保護者の相談に丁寧かつ迅速に対応し、いじめの早期対応を心
掛ける。

4 3
「けじめのある生活」において、保護者の肯定的な回答は８４％と高い評価であった。おおむね学校ではけいじめの
ある生活が送れている。今後も全校朝会や学級指導において、けやき小のきまりや月目標を示して意識させる機会
を設定し指導していく。

3 2
「子どもは気持ちのよい挨拶ができる」と肯定的に感じている保護者は７７％であった。子どもたちが学校内外におい
ても、気持ちのよい挨拶ができるよう引き続き道徳や学級指導で挨拶の大切さを子どもたちに考えさせ、実践させて
いきたい。

3 2

年間３回、学期初めの週に「もぐもぐ・すやすやカード」の取り組みを実施し、児童の実態を把握しながら、基本的な
生活習慣の意識を高めていく。特に長期休業日明けの生活リズムを整えるために、食事や睡眠を意識させていく。
運動週間の定着化を図るため、今年度は「大繩」「短縄」「持久走」週間を各学期に設けた。取り組みのカードなどを
活用して全校体制で様々な運動経験の実践を継続的に行っていく。食に関する年間指導計画の見直しを図ってい
る。

3 3
児童の様子については、教職員同士で情報共有を密にし、学習面や生活面・健康面等で児童の様子に合わせ、
必要な支援や配慮を行っている。今後も、教員間での共有と児童の様子に合わせた対応を行っていく。

4 3
「教職員の対応は丁寧で、相談等に応じている」という項目においては、保護者の８５％が肯定的な回答であった。
また、全教職員の肯定的な回答は１００％であった。今後も引き続き、丁寧に対応したり誠実に応じるたりすることを
心掛けていく。

4 3
「教員は工夫して授業を行っている」という項目に対しては、保護者の８0％が肯定的な回答であった。また、全教職
員の肯定的な回答は１００％であった。今後も引き続き、教材の工夫をし日々の授業の充実に努めると同時に、子ど
もたちに対して効果的な教育活動を行っていく。

4 3
「学校は全体として落ち着いていて、好ましい印象を受ける」という項目において、保護者からの肯定的な回答は平
均８４％であった。今後も全教職員がすべての教育活動においてしっかりと話すことを意識し、聴くことを大切にする
指導を継続していく。

4 2
「施設・設備の安全対策や事故防止に取り組んている。」という項目において、保護者からの肯定的な回答は７９％
であった。しかし、「わからない」という回答が１９％で、学校で行っている安全対策や事故防止のための取組が十分
伝わっていないことが課題である。安全対策や事故防止の取組について保護者と共有しながら取り組んでいく。

4 3

「必要な情報発信がなされている」の項目においては、保護者からの肯定的な回答は８５％であった。半数以上のク
ラスで学級通信を配信したり、図書や給食、保健室等からもお便りを配信したりしている。今後も学校・学級通信や
お便り、ＨＰ、メール等を活用しながら、必要な情報を配信し、日常の様子等を適切に情報発信をしていくことを心掛
けていく。

・学校では決まりにそったけじめある生活が送れる
よう指導していく。

・児童が読書に親しんだり、読書習慣を身に付けた
りできるよう指導を工夫する。

・「西東京市子ども条例」や学校いじめ防止基本方
針に基づき、いじめ防止に取り組む。

課題と対策

・家庭と連携しながら「早寝・早起き・朝ごはん」など
基本的生活習慣の定着を図ったり、運動の習慣の
定着を図ったりできるよう工夫していく。
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・教職員は丁寧に対応し、誠実に相談等に応じるよ
う心掛ける。

・気持ちのよい挨拶ができるよう挨拶を励行する。

・授業におけるユニバーサル・デザイン化を図り、児
童にとってわかりやすい授業を実施する。

・教職員は話す声のトーンを落としたり、聴くことを
大切にしたりすることで、学校全体として落ち着いた
雰囲気となるよう努める。

・教員は授業や教材の工夫をして、日々の授業の
充実に努めていく。

・教育方針や日常の様子等、適切に情報発信をし
ていく。

・保護者と連絡を取りながら、個に応じた指導の充
実に努めていく。

・学習でデジタル教科書やタブレット等のＩＣＴ機器
を適切に活用する。

第１回評価

令和６年度　西東京市立けやき小学校　学校評価報告書

・施設や設備の安全対策や事故防止を適切に行
う。
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努力目標
（教職員）

成果目標
（保護者）

4 3

「わかりやすく学びのある授業が行われている」という項目においては、肯定的な保護者の回答は年平均８８％であった。校内研
究と日々の授業力改善、教員同士での授業公開が授業力向上につながっていると考えられる。校内研究を通して学習指導上
の課題を検討・分析・改善をし、どの子にもわかりやすく、資質・能力を高める授業を目指して取り組んていく。ユニバーサル・デ
ザインに関しては、けやき教室との連携を深める中で、目の前の子どもの思考に沿った最適な手立てを考え実践していく。

3 1

「デジタル教科書やタブレット等のICT機器が有効に使われている」という項目において、肯定的な保護者の回答は年平均
５６％、「わからない」と回答した保護者は２７％であった。活用について保護者に伝えていくことが課題である。学校通信や学
年・学級通信等の便り、また、授業参観日や保護者会等の機会を通して、ＩＣＴ機器の活用の実際について周知していく。また、
タブレットの活用については、児童、教員共に必要な場面でできている。今後は児童がより学びに向かうための活用ができるよ
う、効果的な活用方法を検討していく。また、デジタル教科書は今後も紙の教科書と併用し、必要な場面で運用していく。

3 1

「子どもが読書週間を身に付ける指導が行われている」という項目において、肯定的な保護者の回答は年平均６５％であり、家庭
で読書の姿があまり見られないという保護者の声もある。学校・家庭両方での読書習慣を付けていくことが課題である。読書週間
を中心とした図書委員会の活動、けやき応援団による読み聞かせ、全校朝会での多読賞の表彰を推進したことにより、児童の読
書への関心、意欲が高まった。今後、各種便りや保護者会等で活動内容、成果を伝えていくことで、家庭を含めた読書活動が
広がり読書習慣につながっていくよう今後も努めていく。

4 1

 「いじめ防止やいじめに対する指導が行われている」という項目において、肯定的な保護者の回答は年平均６３％、「わからな
い」と回答した保護者は３１％であった。「わからない」の割合が多いが、当該者になっていないため「わからない」という回答に
なっていると考えられる。今年度においても、いじめ重大事案は1件もなく、予防策の効果や生活指導主任等を中心とした組織
対応が効果的だったと考えられる。また、年度当初の保護者会で「学校いじめ基本方針」については、重要個所を抜粋して口頭
で説明をする形をとり周知した。来年度も学校の対応や予防策についても保護者に周知していく。

4 3
「けじめのある生活がなされている」という項目において、肯定的な保護者の回答は年平均８４％であった。けじめのある生活が
概ね送れている。。全校朝会において、毎月の初めに生活指導部の教員が、今月の生活目標について話をしている事も効果の
要因と考える。来年度も全校朝会の場をを有効的に活用するとともに、日々の生活指導の中で繰り返し指導を続けていく。

1 2

「気持ちのよい挨拶ができるようになっている」という項目において、肯定的な保護者の回答は年平均７７％、肯定的な教職員の
回答は年平均７５％であった。共に７割であることから挨拶の励行は課題である。児童の様子を見ると年度末に向けてだんだん
挨拶の声が聞こえるようになっている。年度当初から大きな声で元気よく挨拶ができるように、各学級で生活指導を行う。さらに、
計画代表委員を中心にして、挨拶についてのキャンペーンなど児童が中心になって行う取組もできるようにしていく。

4 2

「子どもの健康や体力増進のための取組みが行われている」という項目において、肯定的な保護者の回答は年平均７９％であっ
た。運動週間では1学期「長縄」、2学期「短縄」、3学期「持久走」を実施した。運動週間中、発達段階に応じた取り組みカードを
全校で取り組むことで、モチベーションが高まり、意欲的に行う児童が多かった。休み時間や体育の授業時を活用して継続して
取り組むことで、運動の日常化を図ったり、様々な動きを経験させたりすることができた。「運動」の日常化と「朝食・睡眠」の意識
付けを行っていくことが課題である。今後も「朝食・睡眠」の大切さについて学級や保健指導などでも継続して行っていく。また、
学年の系統性や各教科との関連をふまえて検討した食育計画を次年度実施していく。

4 1

「学校は個に応じた指導に努めている」という項目においては、肯定的な保護者の回答は年平均７５％であった。否定的な保護
者の回答は年平均１５％である。引き続き、保護者と連携し、日々丁寧な指導や声掛け、必要に応じた配慮をしていくことが課題
である。学習面や生活面・健康面における児童の様子については、学年間を中心に教職員同士で情報共有を密にし、必要に
応じた配慮を行う。必要に応じて専門機関との連携も継続して行っていく。

4 3

「教職員の対応は丁寧で、誠実に相談等に応じている」という項目においては、肯定的な保護者の回答は年平均８７％であっ
た。各種行事等のアンケートや学校評価アンケートの回答、個人面談・連絡帳などでのやり取りの他、日常的に教職員が保護
者との連絡をとっていることが要因と考えられる。児童が安全で、安心して学校生活を送り、より学習に注力できるように、今後も
保護者との連絡、細やかな対応を心掛けていく。来年度は「教育相談日」を設け、保護者の相談に応じていく。

4 3

「教員は工夫して授業を行っている」という項目においては、肯定的な保護者の回答は年平均８１％であった。担任の努力ととも
に、保護者、地域、けやき小学校地域学校協働活動（けやき応援団）など、多くの方々の協力によって、教育活動を進めることが
できた。今後も、様々な方々と協力しながら、行事や教育課程のスクラップビルトを心がけ、児童にとって充実した授業、教育活
動が行えるようにしていく。また、ＤＸ、ＩＣＴの活用を通して、学校からさらに細やかに情報を発信するとともに、それに伴う業務の
効率化を図り、児童に接したり、授業準備に充てられる時間を充実させていくようにしていく。

4 3
「学校は全体として落ち着いていて、好ましい印象を受ける」という項目において、保護者からの肯定的な回答は年平均８２％で
あった。全教職員がすべての教育活動においてしっかりと話すことを意識していることが要因と考える。今後も、全教育活動で聴
くことを大切にする指導を継続して行っていく。

4 2

「施設・設備の安全対策や事故防止に取り組んている。」という項目において、保護者からの肯定的な回答は年平均７９％、否
定的な回答は年平均２％であり、安全対策に対する評価を得られていると考える。しかし、「わからない」という回答が、年平均１
９％あることから、学校で行っている安全対策や事故防止のための取組をより周知していくことが課題である。次年度も引き続き、
学校通信やHPで具体的な取組の配信を多く行い保護者に周知していく。

4 3

「必要な情報発信がなされている」の項目においては、保護者からの肯定的な回答は年平均８３％であった。今年度は「すぐー
る」を活用したり、学級通信や図書や給食、保健室等からもお便りで必要な情報や学校の様子を配信したりしてきた。次年度も、
学校・学級通信やＨＰ、「すぐーる」等を活用しながら、細目に情報を配信し、教育方針や日常の様子等、適切に情報発信をし
ていくことを心掛けていく。

課題と次年度以降の対策

・「もぐもぐ・すやすやカード」の取り組みは、保護者や子どもの意識付け
になっていると思う。朝食の話をしてくれるときもある。
・子どもたちはよく外で遊んでいると思う。身体を動かす子が多いと思う。
・先生方は子どもに対して丁寧に指導している。トラブルがあったとき、両
者によく聞き取っている姿を目にしている。
・自分の子が関わらなければ「分からない」となる。
・教職員は勤務時間を過ぎても保護者と丁寧に連絡を取っている。

・どの授業でも黒板に「めあて」がしっかり書かれている。やるべきことが
子どもにわかってよい。
・授業参観で授業の工夫がわかる。
・デジタル教科書は有効だと思うときに使うでよいと思う。紙面との併用を
すすめてほしい。
・タブレットの使用がすすんできている。取組については家庭に知らせな
がら行っていけるとよいのではないか。
・図書室の在り方が変わってきている。先生方のおすすめの本を掲示し
たり、読み聞かせや読書記録、多読賞の表彰など工夫がたくさん見られ
る。多目的ホール前に掲示されている「学年の目標冊数に達した児童の
数」を見た外部の人たちが多さに驚いていた。
・読書は親がやらないと子もやらないということがあるのではないか。

学校関係者評価

・学校の教育活動を見てきて、聴くことを大事にしていることがよく伝わ
る。
・先生方の授業や指導の際の声のトーンは穏やかだと感じる。
・学校評価については、集計の仕方や、評価基準の数値の見直しも必
要ではないか。
・施設の劣化や不備があるとすぐに対応してくれるので安心感がある。
・安全対策や事故防止に取り組んでくれているので大きな事故が起こっ
ていない。
・学級だよりを多くの先生が出していて、クラスの様子がわかりという保護
者の声を多く聞く。
・すぐーるの配信や毎日のＨＰ更新など情報配信がよくされている。

第２回評価

・教職員は細目に保護者と連絡をとってくれて、とても安心できるという保
護者の声を聞く。
・学校運営協議会の日は、授業参観を行うが、先生方が工夫して授業を
していることがわかる。
・先生方が子どもや授業に向かう時間が多くとれるよう、関係者として協
力したい。

・自分の子どもと、学校全体はちがうので、保護者の評価で「分からな
い」が多くても仕方がない。「分からない」を除いて肯定的評価が多けれ
ば良いのではないでしょうか。
・いじめに関しては被害者、加害者ともにプライバシーがあり、公表も難し
いことから、アンケートでは「分からない」となってしまう。我が子が関わら
なければ「分からない」となる。
・昔は学級に「連絡網」があり親同士が直接やり取りをすることもできた。
全て学校を介してでないと解決できないので学校は大変だと思う。
・「いじめ」について、保護者アンケートで「わからない」が多いが、学校
は予防的に行っていることも伝えていくとよいのではないか。
・「挨拶」の項目で、先生方の評価が「３」→「１」になっているのはどうして
かと思ったが、３名の評価が下がったことがわかった。
・挨拶をしても返ってこない時がある。子ども同士でおしゃべりをしていて
気付いていないこともあるように思う。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3 月

1 (土) 17 (月) 1-3年13:25下校　4-6年14：35下校

2 (日) 18 (火)
1-3年13:25下校
4-6年14：35下校　　　　　　　　　　ＳＣ

3 (月) 安全指導日 19 (水) 全学年４時間授業13:10下校

4 (火)
月曜時間割※2・3年は6時間授業
けやき教室授業参観始　　　　　　ＳＣ

20 (木) 春分の日

5 (水)
全校朝会
２～６年５時間授業

21 (金)
給食終　大掃除
全学年４時間授業13：10下校
けやき教室保護者面談終

6 (木) クラブ活動 22 (土)

7 (金) たてわり班活動 23 (日)

8 (土) 24 (月)
修了式　卒業式予行　5年卒業式準備
1-4年10:30下校　5･6年12:25下校
後期あゆみ配布

9 (日) 25 (火) 卒業式

10 (月) けやき教室授業参観終・通室終 26 (水) 春季休業日始

11 (火)
6年生を送る会
卒業コンサート（６年生保護者対象）
けやき教室保護者面談始　　　　ＳＣ

12 (水)

全校朝会　5年卒業式準備
6年卒業式練習
成績処理期間（１8日まで）
1-3年13:10下校　4-6年14：15下校

7 (月)
始業式　　入学式
 2～6年　9:15頃下校

13 (木)
避難訓練
1-3年13:25下校　4-6年14：35下校

8 (火)
安全指導　　1年11：35下校
2-6年12:15下校　　5・6年保護者会

14 (金) 1-3年13:25下校　4-6年14：35下校 9 (水)

全校朝会　定期健康診断始
2-6年発育測定　給食始（3-6年）
2年給食なし4時間授業12:25下校
3・4年4時間授業13:10下校
5・6年14:00下校

15 (土) 10 (木)
2年給食始・4時間授業13:10下校
3・4年13:10下校　3・4年保護者会
5・6年15：25下校　内科5・6年

16 (日)
ＳＣ：スクールカウンセラーの来校日

直通電話番号　：　468-7392

４月

 

 

 

 登校時間 8 時 15 分～8 時 25 分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の生活目標  

学校をきれいにしよう 


